
曹
洞
宗
に
於

け
る
祈
濤

の
系
譜

と
そ
の
実
態

に

つ
い
て
の

一
考
察

(
峰

岸
)

一
八
六

曹
洞
宗
に
於
け
る
祈
濤

の
系
譜
と

そ
の
実
態
に
つ
い
て
の

一
考
察

-
曹
洞
宗
伝
道
史
研
究
序
説
(そ
の
二
)
-

峰

岸

秀

哉

は
じ
め
に
、

道
元
禅
師

(
一
二
〇
〇
-
一
二
五
二
)
の
教
法
は
只
管
打
坐
を
標
榜
し
た
純

粋
な
出
家
道
で
あ
つ
た
の
で
、
一
般
民
衆
の
志
求
に
応
じ
て
調
経
祈
濤
す
る
と

か
、
追
善
供
養
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
は
全
く
な
か
つ
た
。
し
か
し
こ
の
生
一

本
な
出
家
道
実
践
は
禅
師
の
滅
後
し
だ
い
に
崩
れ
、
螢
山
禅
師

(
一
二
七
八
-

一
三
二
五
)
に
至
つ
て
は
只
管
打
坐
の
強
調
、
修
証

一
如
の
純
粋
禅
を
本
領
と

し
な
が
ら
も
、
密
教
的
要
素
が
多
分
に
摂
取
さ
れ
、
現
世
利
益
を
祈
願
す
る
祈

濤
が
重
要
な
比
重
を
占
め
る
よ
う
に
な
つ
た
。
こ
の
螢
山
禅
師
の
密
教
思
想
を

更
に
上
回
り
、
毎
日
の
如
く
調
経
祈
濤
を
行
な
つ
た
の
は
面
山
端
方

(
一
六
八

三
-
一
七
六
九
)
で
あ
る
。

そ
こ
で
小
論
に
於
い
て

『正
法
眼
蔵
』
、『永
平
清
規
』
、及
び
『榮
山
清
規
』
、

『僧
堂
清
規
』
の
調
経
祈
濤
を
比
較
対
照
し
て
、
そ
の
相
違
点
に
つ
い
て
い
さ

さ
か
論
じ
て
み
た
い
と
思
う
。
尚
、
紙
数
の
関
係
か
ら
概
略
だ
け
記
す
。

(
一
)

道
元
禅
師
が
制
定
し
た
『典
座
教
訓
』
に
、
「択
レ米
択
レ菜
等
時
。
行
者
調
経
。

回
二向
竈
公

憎
。
」
と
あ
り
、
『知
事
清
規
』
に
は

「所
謂
颯
経
者
。
安
楽
行
品
。

金
剛
般
若
。
普
門
品
。
樗
厳
兄
大
悲
究
。
金
光
明
空
品
。
永
嘉
証
道
歌
。
大
潟

警
策
。
三
祖
信
心
銘
等
也
。
随
宜
而
颯
経
。
回
二向
竈
公
一也
。
回
向
云
。
上
来

颯
諦
某
経
。
又
云
上
来
講
諦
功
徳
。
回
向
当
山
竈
公
真
宰
。
護
法
安
人
者
。
十

方
三
世

一
切
諸
仏
。
云
々
」
と
あ
つ
て
、
竈
公
に
回
向
し
、
そ
れ
に
向
つ
て
護

法
安
人
を
祈
る
こ
と
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た

『
正
法
眼
蔵
安
居
』
の
衆
寮

颯
経
に
は

「四
月
十
三
日
の
斎
罷
に
、
衆
寮
の
僧
衆
、
す
な
わ
ち
本
寮
に
つ
き

て
煎
点
調
経
す
、
寮
主
こ
と
を
お
こ
な
ふ
、」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ば

結
制
安
居
に
は
そ
の
無
事
安
隠
と
弁
道
の
増
進
を
祈
り
、
解
制
に
は
そ
れ
を
謝

す
る
の
で
あ
つ
て
、
諸
天
善
神
に
対
す
る
祈
願
で
あ
る
。
『知
事
清
規
』
に
は

「今
叢
林
三
八
念
諦
罷
猶
参
。
此
其
原
也
」
と
あ
つ
て
、
三
八
念
諦
が
行
な
わ

れ
国
土
安
隠
と
弁
道
の
無
事
を
祈
つ
た
こ
と
を
推
則
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
他
、
結
制
解
制
と
冬
至
歳
未
の
四
節
に
行
な
わ
れ
る
祈
り
で
あ
る
土
地
堂

念
諦
。
皇
帝
の
誕
生
日
に
あ
た
り
、
一
ヵ
月
前
か
ら
毎
日
若
千
僧
を
し
て
輪
次

に
仏
殿
で
看
経
さ
せ
、
当
日
の
祝
聖
上
堂
を
以
て
終
り
と
す
る
聖
節
看
経
が
あ

る
。
更
に
園
頭
と
い
う
役
職
が
、
菜
園
を
耕
作
し
て
跳
菜
を
大
衆
に
供
す
る
最

難
極
苦
の
役
で
あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
、
特
に
道
心
あ
る
者
を
選
ん
で
こ
れ

に
充
て
る
と
と
も
に
、
常
に
敬
慶
の
念
を
以
て
勤
務
す

べ
き
こ
と
を
説
い
て
、

「在
二菜
園
殉
朝
晩
焼
香
。
礼
拝
。
念
諦
。
回
二向
竜
天
土
地
幻
不
二曾
癬
怠
ご

と
命
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
道
元
禅
師
も
祈
薦
を
行
な
つ
て
い
る
。
し
か
し

だ
か
ら
と
い
つ
て
、
そ
れ
が
密
教
思
想
に
基
ず
く
祈
濤
で
あ
つ
た
之
は
い
え
な

い
。
禅
師
と
し
て
は
諸
天
善
神
を
し
て
護
法
正
法
の
誓
願
を
果
た
し
、
清
衆
の

弁
道
安
隠
、
な
い
し
山
門
の
安
泰
の
た
め
の
祈
願
を
行
な
つ
え
の
で
あ
ろ
う
。

(二
)

次
に
螢
山
禅
師
と
面
方
端
方
に
つ
い
て
論
述
し
て
み
る
に
、
両
祖
師
共
に
只

管
打
坐
の
仏
法
を
強
調
す
る
こ
と
は
道
元
禅
師
と
変
わ
り
な
い
が
、
『螢
山
清

規
』
や
『僧
堂
清
規
』
に
は
多
く
の
調
経
祈
濤
や
回
向
文
の
規
定
が
あ
る
の
で
、
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只
管
打
坐
の
宗
格
は
調
経
祈
濤
、
供
養
回
向
の
宗
門
と
な
っ
た
感
す
ら
あ
る
。

前
述
の
如
く
道
元
禅
師
の
場
合
は
、
颯
経
祈
濤
も
清
衆
の
辮
道
安
隠
な
い

し
、
山
門
の
安
泰
で
あ
つ
て
、
出
家
仏
教
の
範
疇
を
出
て
い
な
い
が
、
螢
山
禅

師
・
面
方
端
方
の
場
合
は
右
の
外
、
民
衆
す
な
わ
ち
外
護
檀
信
の
福
祉
の
た
め

の
祈
濤
に
ま
で
拡
大
さ
れ
、
更
に
先
亡
精
霊
に
対
す
る
追
善
供
養
の
た
め
の
調

経
も
、

し
ば
く

行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な

つ
た
の
で
あ

る
。

そ
の
上
螢
山
禅
師
、
面
山
端
方
は
密
教
的
性
格
を
多
分
に
も
ち
、
経
典
の
究

術
性
を
承
認
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

試
み
に

『榮
山
清
規
』
の

「居
常
粥
了
調
経
回
向
文
」
を
み
る
と
、

上
来
颯
諦
神
究
功
徳
。
回
向
真
如
実
際
無
上
仏
果
菩
提
。
祝
献
護
法
竜
天
護

法
聖
者
。
三
界
万
霊
十
方
至
聖
。
日
本
国
内
大
小
神
舐
。
当
山
土
地
当
山
竜
王
。

護
伽
藍
神
。
十
八
善
神
。
招
宝
七
郎
大
権
修
理
菩
薩
。
白
山
八
幡
監
斉
使
者
。

多
聞
迦
羅
稲
荷
神
等
。
合
堂
真
宰
。
今
年
歳
分
主
執
陰
陽
権
衛
造
化
。
南
方
火

徳
星
君
火
部
聖
衆
。
所
集
殊
勲
。
祝
献
本
寺
檀
邦
十
方
施
主
。
合
山
清
衆
本
命

元
辰
。
当
年
属
星
守
道
守
宮

三
切
聖
造
。
所
翼
。
山
門
鎮
静
。
修
造
無
歎
。
十

方
施
主
福
寿
荘
厳
。
法
界
衆
生
同
円
種
智
者
。
十
方
三
世
云
々
。
(『僧
堂
清

規
』
の

「
仏
殿
粥
了
調
経
」
も
同
様
)

と
あ
つ
て
、
仏
法
守
護
の
諸
天
善
神
は
勿
論
、
民
族
習
合
に
よ
る
菩
薩
、
古
来

か
ら
の
日
本
神
舐
、
村
落
共
同
体
の
土
地
に
つ
な
が
る
神
舐
、
星
宿
、
禁
忌
な

ど
の
陰
陽
道
の
思
想
と
考
え
ら
れ
る
も
の
な
ど
、
様
々
な
信
仰
を
採
用
し
て
い

る
こ
と
は
、
螢
山
禅
師
、
面
山
端
方
共
に
俗
信
仰
を
混
入
し
た
密
教
思
想
が
、

多
分
に
存
す
る
と
い
え
よ
う
。

こ
こ
で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
何
故
、
螢
山
禅
師
が
密
教
思
想

を
自
己
の
宗
教
に
導
入
し
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
十
三
世
紀
後
半

に
お
い
て
、
臨
済
系
の
京
都
の
密
教
禅
と
鎌
倉
の
宋
朝
禅
、
即
ち
明
庵
派
、
聖

二
派
、
法
灯
派
が
隆
盛
を
極
め
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
つ
て
螢

山
禅
師
は
永
平
寺
の
社
会
的
興
隆
を
策
し
た
義
介
の
意
志
を
受
け
る
と
と
も

に
、
自
ら
も
禅
密
兼
修
派
の
禅
匠
に
参
ず
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
密
教
的
要
素
を

自
己
の
宗
教
に
導
入
し
て
寺
門
興
隆
発
展
を
計
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
て
面
方
端
方
の

『僧
堂
清
規
』
を
見
る
と
、

一
日
と
し
て
祈
濤
課
経
の
日

は
無
い
と
い
う
ほ
ど
で
あ
り
、
そ
の
回
向
文
を
見
る
と
、
そ
の
密
教
思
想
は
榮

山
禅
師
に
勝
る
と
も
劣
ら
な
い
も
の
が
あ
る
。
更
に
法
式
を
整
備
し
、
螢
山
禅

師
の
甘
露
門
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
よ
り
も
整
備
拡
大
し
た
甘
露
門
を
作
成
し
、

施
餓
鬼
法
会
を
盛
ん
に
し
た
等
の
点
か
ら
、
螢
山
禅
師
の
宗
風
宣
揚
に
あ
ず
か

つ
て
力
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
従
つ
て
調
経
祈
濤
は
螢
山
禅
師
に
始
ま
り
、

面
山
に
到
つ
て
頂
点
に
達
し
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

国

以
上
よ
り
螢
山
禅
師
以
後
、
坐
禅
専
修
の
宗
門
の
多
く
が
颯
経
祈
濤
の
宗
門

と
な
り
、
自
己
心
中
の
仏
を
自
覚
す
る
本
来
の
立
場
は
心
外
の
仏
を
拝
す
る
よ

う
に
も
な
つ
た
。
そ
し
て
禅
門
規
式
の
住
持
即
本
尊
の
建
前
は
失
な
わ
れ
、
本

尊
は
功
徳
利
益
の
主
体
と
な
り
、
雲
上
の
存
在
と
な
つ
た
。
か
く
し
て
住
持
人

は
仏
に
代
わ
つ
て
化
儀
を
挙
ぐ
る
と
い
う
禅
門
独
自
の
立
揚
よ
り
も
、
山
門
繁

栄
、
弁
道
安
隠
、
国
家
昇
平
を
祈
願
し
た
り
し
て
、
功
徳
利
益
を
媒
介
す
る
取

次
人
に
な
つ
た
と
も
い
え
る
。
ま
た
経
典
に
兄
術
性
が
付
与
さ
れ
て
、
古
教
照

心
の
看
経
は
一
変
し
て
功
徳
利
益
を
目
的
と
し
た
調
経
回
向
に
も
な
つ
た
。

し
か
し
そ
れ
は
曹
洞
宗
を
し
て
、
日
本
最
大
の
宗
派
た
る
教
線
を
拡
張
す
る

一
要
因
と
な
つ
た
と
い
え
よ
う

曹
洞
宗

に
於

け
る
祈
薦

の
系
譜

と
そ
の
実
態
に

つ
い
て
の

二
考
察

(
峰

岸
)

一
八
七
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